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◇介助スケジュール意見交換会 

◇第 2 回障害者エンパワメントプロジェクト 2020 オンラインプログラム 報告 

 ①参加者紹介 

 ②講演：「みんなの想いを「見える化」することで広がる世界とは」 

トークグラフィッカー 山口翔太さん 

 ③宿泊プログラムに向けてのディスカッション 

 ・介助ボランティアの確保に向けて 

  

 

◇最後に 
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介助スケジュール意見交換会を実施しました（2020.9.4・9.13） 
 

 

6 月に開催した、第 1回オンラインプログラム終了後、宿泊プログラム中の介助ボランテ

ィア確保に向けて、福島から参加されるみなさんが普段どのような介助スケジュールで生活

をしてるのかを共有しました。前回の報告でもお伝えしましたが、常に介助を必要としてい

る人達は、必ずしも 24 時間ヘルパーを利用できているわけではありません。地域によって

差があり、月に利用できる時間数と介助者を調整しながら日々生活をしています。 

意見交換会を実施することで、そのことをより一層痛感しました。 

また、日常生活動作の介助だけではなく、自分らしく生活する為の介助をヘルパーにお願い

したいところですが、サービスに制限があるもの現状です。宿泊プログラムは福島のみなさ

んが楽しめる時間にしたいと思いますので、何とか介助ボランティアを確保したいと思いま

す！ 

この報告をご覧いただいてるみなさん、ボランティア確保の為のアイデアをください！ 

よろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

介助ボランティアをお願いするにあたり、 

大切にしたいこと・意見交換で共有したこと 

 

・コミュニケーションの大切さ。言語障害があり上手く聞き取れない場合や、ボランティアの

方は介助に慣れているとは限らない等、指示された内容が理解できないかもしれない。また、

障害当事者も遠慮をしてしまう可能性もある。 

そこで、事前にボランティアの皆さんとコミュニケーションをとる場を作った方がよい。 

 

・自分でできること、一部介助をお願いしたいこと、全介助をお願いしたいことなど、介助内

容は様々。長時間のボランティアであり、「見守り」という大切なサポートも求められる。 

 見守りの大切さを理解していただくことも重要。 

 

・福島・神奈川お互いに、ボランティア確保を目指す。 

 

・福島と神奈川では距離が離れていることや、コロナ禍で事前に介助方法を研修してもらうこ

とは難しい。参加者の生活の様子を事前に動画で見てもらうだけでも、雰囲気を理解しても

らえるのではないか。 
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参加者紹介 

 

 

◇第 2 回障害者エンパワメントプロジェクト 2020 オンラインプログラム  

報 告 

 

 

 

ジョニー・デップ（本名 磯部
い そ べ

 浩司
こ う じ

 ） 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 代表 

 

最近の楽しみ・趣味：１９70年代の音楽をよく聴きます。 

Queen、KISS、AEROSMITH、など 

70～80年代のドラマを観ることも好きで、最近は 

「ゆうひが丘の総理大臣」を観ました。 

           

小野
おの

 和佳
かずよし

 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 

 

最近の楽しみ・趣味：ネットで野球観戦 

 

 

妻夫
つ ま ぶ

木
き

 聡
さとし

 （本名 岩切
いわきり

 玄
げん

太
た

） 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 

 

最近の楽しみ・趣味： 引退した芸人上岡龍太郎の動画を 

YouTubeで観ること。   

 

鶴田
つるた

 愼之介
しんのすけ

 

自立生活センター 自立の魂 ～略して じりたま！～ 

 

最近の楽しみ・趣味：野球観戦 ジャイアンツファンです。 
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参加者紹介 

 

 

 

 

 

 

長澤
ながさわ

 真治
し ん じ

さん  

IL センター 福島 

 

最近の楽しみ・趣味：音楽を聴いたり、アニメ「クレヨンしんちゃん」 

          が好きで、よく観ています。        

 

 

 白石
しらいし

 清
きよ

春
はる

さん  

あいえるの会 理事長   

 

最近の楽しみ・趣味：絵を描いたり、オブジェをつくること。 

 

 

秋元
あきもと

 恵子
けいこ

 さん   

あいえるの会 

 

最近の楽しみ・趣味：料理にハマっている。最近は 

          山形風芋煮を作りました。 

  

 

 

三宅
みやけ

 貴大
たかひろ

 さん  

あいえるの会 

 

最近の楽しみ・趣味：テレビを観ること、映画鑑賞 
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講演：「みんなの想いを「見える化」することで広がる世界とは」 
 

 

1 部では、宿泊プログラムにお招きするトークグラフィッカーの山口翔太さんに、「みんなの想

いを「見える化」することで広がる世界とは」と題し、トークグラフィックの魅力をお話いただ

きました。山口さんのお話を載せて、ご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話し合いをその場でグラフィック化していきます。出来上がったグラフィックを話し合いの

活性化、想いの確認、合意形成のためのツールとして活用します。 

話し合いの場におもむいて、話を聞き、その場で描き、問いを投げかけることで、参加者が対

話したり共創したりすることをお手伝いすることです。つまり、場を一緒に創っていくことが 

仕事になります。 

山口翔太さん 

1993 年生まれ。大学卒業後、機械メーカーで 2 年間、開発業務を経験。様々

な人と共創していく面白さを知る。 

退職後、2018 年、話の見える化の技術に出会う。多様な人たちの対話・共創の

場に協力したいと、2019 年に「トークグラフィッカー」として開業。 

2019 年より、福祉、教育、まちづくり、研修の分野を中心に約 200の場に 

トークグラフィックを導入。 

実績 

企業、行政、学校、社会福祉協議会など 

URL：https://talk-graphic.jimdofree.com/ 

トークグラフィッカーとは 
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なぜ、今トークグラフィッカーの役割が 

求めらるの？ 

見える化の効果 

文字、音、映像と異なり、パっと見ることで全体像が分かる 

現状をリアルタイムで理解できるので、話し合いを深めるスピードを加速 

させます。 

 

テキストでは分かりづらい曖昧で複雑な関係性が、明確になる 

（例）A さんと B さんの関係性を文章で表現することよりも、絵で描いて 

   線でつなぐだけで、関係性が一覧できます。 

発言者の表情や場の雰囲気を絵や色で現す。想いと想いを繋ぐ 

熱をもって伝えている方の表情や雰囲気を載せることも大切にし、その場の 

雰囲気や空気感を残すことで、より臨場感のある振り返りができます。 

内容を、SNSで発信できる。第三者を巻き込める 

絵を写真に撮って報告書や様々なものに載せやすいです。 

 

 

 

 

 

 

現在の先が見えない世の中というのがおおもとにあるのかなと思っています。新型コロナウイルスだ

ったり災害だったり、先が見えなくなることが多いですよね。去年の今頃はこうやってオンラインでなけ

れば人と会えない世の中になっているなんて思ってもいなかったです。一方で、どのような状況下でも、

会社や団体などコミュニティをつくっている人達は、どういう想いで活動しているかとか、何を大事にし

ているのかを対話したいのではないでしょうか。ですが、障害の有無、年齢、性別など、それぞれの違い

を認め合いながら話し合うのは難しい一面もあります。例えば会社ですと、上司と部下というバイアスみ

たいなものがかかってしまい、すれ違い、空中戦の話し合いになっていくことも少なくないと思います。

そのような状況を打破し、話し合いができる組織にしたいという時に、グラフィックが求められているの

ではないでしょうか。 
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トークグラフィックの場面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワークショップ 

登壇者の話をグラフィック化し、参加

者に付箋でコメントを貼ってもらいま

す！ 

対話の場づくり、ワークショップ

全体の風景や、ディスカッション

内容のレコーディングなどに活用

します！ 

 

高校生が主体で、コミュニティビルの PR

を考える会議の活性化と、成果報告会の 

記録までをトークグラフィックでサポート 

しました！ 

対話の場をつくるのか、記録をするのか、

目的によって描き方を変えるのもポイント

です！ 

 

トークグラフィッカーとのやりとり

の中で、自分のキャリアを振り返

り、自分が目指すもの、大事にして

いることを見える化していきます。 

 

 シンポジウム 

 高校生 

キャリア 
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オンライングラフィックの可能性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 つは、場所を超えられるのが大きいのではないでしょうか。時間さえ合えばこの場に、外国

の人達も参加できるんですよね。世界中の車いすを使っている人達も経費をかけずに参加がで

きる。これは可能性が広がると思います。 

２つめは、安心です。オンラインですと、自宅から参加する方も多いと思います。これは 

メリットではないでしょうか。自分の安心できる場所で参加できるというのは、たくさんの良い

効果が生まれると思っています。例えば、防災をテーマにオンラインで話をする時にも、自宅か

らオンラインで参加するのか、会場に参加者が集まって話し合いをするのかでは、出てくる意見

が違うでしょう。自宅からオンラインで参加することで、個別具体的な意見がたくさんでること

が期待できるのではないでしょうか。 

 

◇障がい・健常を超えて 

障害の有無にかかわらず、オンラインで実施することは可能だと思います。障害者も健常者も

全員自宅から参加する。そこに差がないことは大切なことだと思うのです。 

肢体不自由者で車いすを使用している方の場合には、移動の壁を気にする必要はなくなります。 

聴覚障害者の場合には情報保障が重要です。オンラインの場合、今皆さんがもっているスマホを

使って、「UD トーク」というアプリを活用できます。また、発話している内容に少し誤差はあ

りますが、zoomだと画面に字幕を出せます。僕が参加したことがあるものだと、最初から最後

までマイクオフで実施していました。聴覚障害の困難さを疑似体験するだけではなく、体験した

うえで、一緒にコミュニケーションの手法を探っていくことを試みていました。これはオンライ

ンの可能性だと感じました。 

最近は、発達障害者が参加する場でも依頼が多くなっています。発達障害者にはグラフィック

の相性が良いようです。絵で記録されているからその絵を見ながら話し合いができるので、参加

しやすいのではないでしょうか。 

 オンラインは難しい面もあります。ですが、対面のときのように話せなかったと反省する必要

はなく、オンラインだからできる話し合というものを大切にしたほうが良いのではないでしょ

うか。 
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最後に 

話の見える化が選択肢として当たり前に

あることを目指して 

将来はオンラインと対面を使い分けることで、障害と健常を超えて可能性は広がると思ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「トークグラフィッカー」とか「トークグラフィック」という名は、は自分で付けました。まだ

まだ珍しい技術です。「話の見える化」というのが、1 個の選択肢として当たり前に増えてきた

ら、より人間間係や話し合いがスムーズになることが増えていくと信じ、仕事をしています。 

 

 

 

山口さんとのディカッションの様子 
 

☆初めて聞いた職業でしたが、話し合いの場で必要な存在だと感じました 

 

 

 

 

 

 

 

ポップな絵を描くことを心がけています。絵のタッチによって印象も変わり 

ますので。また、絵のタッチの好みにも個人差はありますから、その時の 

雰囲気で使い分けたりもしています。 
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事前に「今日の話し合いは、人から人に言葉を投げかけるのではなく、一度紙で 

受け止めます。」と伝えます。 

話し合いを進めていくうえで意見が強い人が出てきたり、相手の意見を否定した

り、ネガティブな声が多くなってきた時には、「ちょっと今絵に描くんで待ってく

ださい。」などと伝え、あえて間をつくるようにしています。 

厳しい言葉が直接参加者同士ぶつかり合わないように絵が間にはいることを心が

けています。 

◇トークグラフィッカーをやろうと思ったきっかけはなんでしょうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇みんなの想いを絵にするのは、初めはたいへんだったのではないか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ある人にガツンと言われて委縮してしまい、その後発言しづらくなっ

てしまう人がいると思いますが、そんな時はどうされていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分で何かを伝えたい。」と思っていました。このグラフィックの技術を見たと 

きに、いろんな人がグラフィックの前に立って、グラフィックを指さしながらいろ 

んな話し合いをしていたのを見たんです。その時に、この技術は今後特に価値があ 

るものになると感じました。その時の空気感や表情を描くことの魅力もあります。 

最新技術のAI でもまだまだ難しい部分ではないでしょうか。 

グラフィックの仕事の 6 割ぐらいが事前準備になると思います。話し合いの目的を 

理解し、話し合いで描く必要があるものを想定して練習をします。 

視覚障害者が参加する場では、白杖を描く練習をしたり、日常生活での困りごとを 

ヒアリングしました。当日、それを描く場面があるかどうかはわかりませんが、 

いざ必要になったとき迷っていると話し合いのスピードも落ちてしまいます。 

ですので、事前準備はかかせません。 
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参加者の感想 振り返りシートより 一部を抜粋しています 

その場合、ずれている場所に絵を描きます。自分の意見が描かれていないという

のは、その人からすると寂しいんですよね。「位置関係をどの辺に描きましょう

か？」と聞いたりします。また、一緒に共有しておくうえで、すごく大事だけれ

ど、今日はちょっとこの話できないなっていう時にはちょっとずらして描いた

り。話はずれているけれど、凄くヒントがありそうだな。という場合には、近く

に描いたり。ずれるっていうことも話し合いの部分では凄く大事なことだと思

います。 

◇話がずれていくのを絵にするのは大変だと思いますがどうですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会議などは、現状では当たり前のことですが、文章ばかりの資料が多いだけでなく人の話を聞

いて、頭の中で理解し整理をして自分の意見を考えたり、自分の意見を伝えたりしますが、自

分にとっては苦手です。なので、話したことを絵で表現してくれてまとめてくれるトークグラ

フィッカーのお話を聞いたときは直感的に面白そうだと感じました。 

また、トークグラフィックは視覚障害者の場合でも通じるのか気になりましたが、すでに視覚 

障害者の団体での活動経験もあり障害に関係なく活躍されているのだと知りました。もちろん、

合う合わないケースもあるとのことでしたが基本的な考え方としては、幅広く活用できると思い

ました。暖かくユーモアのある山口さんの人柄が伝わってきて、エンパワメントプロジェクト

2020 でトークグラフィックを実現したいと強く思いました。 

 

・言語障害の当事者の立場からすると、自分の言葉や意図がどのように伝わっているのか常に気

を焼きながら会議に参加しているため、発言を控えてしまうことも度々あります。万が一、誤

った形で意見が共有されてしまった場合に訂正することに時間を遣うことに申し訳なさを感

じるのです。しかし、自分の発言が絵として明確に視覚化されること、またその過程でそのイ

メージを随時修正しながらより厳密な形で共有できるということは大変心強く、より自分ら

しく積極的にその場に参加できるように思います。当初イメージしていた「会議の模様をまと

める作業」というスケールを大きく超えて、「みんなでより深い答えに行き着くためのアテン

ド」というトークグラフィッカーの仕事の存在意義は多様性を担保しつつ、われわれ CIL の

目指すインクルーシブなともに生きる社会を実現するための重要な足場づくりを担う非常に

クリエイティブな仕事であると感じました。  



p.11 

 

宿泊プログラムに向けてのディスカッション 

・トークグラフィッカーという職種を初めて、知ることができました。また、私たちの会議でも、

議題がいつの間にか、変わってしまうことがあるので、この方法は、画期的だと思いました。

このオンラインでも、活用が出来るのでは、ないかと思います。 

 

・トークグラフィッカーという仕事を初めて知ったので仕事の内容が知れて良かった。 

これからの時代においてトークグラフィッカーはとても大切な役割を果たすのではない 

かと感じた。 

 

・議事録では残せないところまでをイラストで残せる可能であることに驚きました。 

 

・話が脱線してしまった時に、「とりあえず壁のほうにイラストを書き始める」という工夫 

 もわかったので、勉強になりました。 

 

・とても興味深いものでした。所属先の会議でも是非ともお願いしたいと思いました。 

2 部では宿泊プログラム開催にむけてディスカ

ッションをしました。ここからはディスカッシ

のご報告をします。 

◇介助ボランティアの確保について 

介助ボランティアの確保について課題になった

のは PR 方法でした。コロナ禍により、直接自

分達で出向いて PR することは難しい状況で

す。また、これまでよりも近年はボランティア

が集まりづらい状況にあります。今できる方法

は何か参加者で話し合った結果、 

 

・動画を作成して PR する。 

・山口さんの力をお借りして PRする。 

・宿泊プログラムにボランティアで参加してもらうことを条件とはせずに、学生さん 

 など様々な立場の人にオンラインプログラムに参加していただき、つながりをつくりながら

本プロジェクトの PR につなげる。 

・各団体のイベントにエンパワメンバーが参加することで、お互いのエンパワメントにもなり、

本プロジェクトの PR にもなるのではないか。 

・のぼりをかかげてはどうか。 

・「ボランティアや介助者」という表現を再検討する。 
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最後に 

以上のようなアイデアがあがりました。 

単に介助ボランティアを求めるだけではなく、オンラインプログラムに参加をしてもらうな

ど、一緒にこのプロジェクトを盛り上げていくメンバーを募集する。 

そのようなイメージを参加者で共有できたのではないかと思います。また、動画を作成するア

イデアについては、苦手意識もありますが、「楽しい雰囲気も伝えたい」など相手が興味を持ち

やすい手法や内容を意識することも大切にしながらディスカッションができました。今回のデ

ィカッションであがったアイデアをできうる限りプロジェクトに活かしていきたいと思いま

す。 

 

 

宿泊プログラムについてのディスカッションでは、プログラムについても意見をだしていた

だきました。プログラムにピア・カウンセリングを入れたい、スマホを使用するのが大変な人

もいる、コスモワールドの観覧車にハード面ですべての車いす使用者が乗れるか心配。などの

意見があり、宿泊プログラムの内容については再検討中です。この報告書を作成中にも、宿泊

プログラムで楽しむ予定だった横浜オービィの閉館が決まりました。1 年という月日は色々な

ことが変わりますが、今後も前向きにより充実した宿泊プログラムの実現にむけて話し合いを

続けていきたいと思います。 


